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エントランス

外来・リハ室

回リハ病棟 ５０床

回リハ病棟 ５７床

地域包括ケア病棟 ３９床

訪問診療 訪問看護 訪問リハ

在宅救急

Post Acute & Sub Acute & 在宅医療
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2 ポストコロナ患者受入実績

3 ポストコロナ患者受入フロー

1 当院の感染対策

4 当院の感じている課題
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当院の感染対策
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Business Package Powerpoint Presentation

PCR検査

2020年5月 2020年11月 2021年5月

1.PCR検査対象 疑い患者
全新規入院患者
疑い患者

全新規入院患者
疑い患者

2. 検査方法
外注PCR 外注PCR

院内PCR

（Smart Gene ® ）

2.結果判明まで

の時間
1〜2日 1〜2日 1～2時間

感染対策
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Business Package Powerpoint Presentation
ピロティー（室外）で検体摂取します Smart Gene ®

全新規患者へＰＣＲ検査施行
感染対策
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Business Package Powerpoint Presentation

院内の掲示
感染対策

7



Business Package Powerpoint Presentation

院内の掲示
感染対策
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Business Package Powerpoint Presentation

面会家族の方への対策

1.

部屋の真ん中にアクリル板を設
けた面会室

2.

オンライン面会システムを使っ
た面会

1.面会室

完全予約制
面会は二種類から選べます

感染対策
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ポストコロナ患者受入実績
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Business Package Powerpoint Presentation

受入実績

ポストコロナ受入実績

合計34人

（人）
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ポストコロナ患者受入フロー
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Business Package Powerpoint Presentation

受入フロー

地下入口より来院

正面玄関は写真左側にあります
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Business Package Powerpoint Presentation

院内アナウンスを行い

院内職員に周知・動線を分ける

当院では「コードゼロ」と
いうアナウンスを行っています

受入フロー
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Business Package Powerpoint Presentation

PＣＲ検査
（結果判明まで1時間程度）

Smart Gene ®ピロティー（室外）で検体採取します

受入フロー
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Business Package Powerpoint Presentation

個室へ入院
当院は146床のうち130床が個室

受入フロー
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Business Package Powerpoint Presentation

PCR結果

標準予防策で通常対応 発症後20日経過

陽性
（Ct値＜35）

陰性
（Ct値＞35）

レッドゾーン対応
フルPPE

発症後20日未満

受入フロー
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Business Package Powerpoint Presentation

レッドゾーン対応中もリハビリは介入します

受入フロー
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当院が感じている課題
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Business Package Powerpoint Presentation

課題

ポストコロナ受入ネットワークの整備不足

コロナ治療病院の空床を作り病床逼迫を起こさないためには、早急にポストコロナ病院に転
院させるべき。

第5波での患者紹介が少なかった。入院する患者が若年化した影響はあるとは思われるが、も
それでも転院させるべき患者はもっとたくさんいたと思っている。

コロナ治療病院とポストコロナ病院を結ぶネットワークの整備不足が課題と考えている。
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Business Package Powerpoint Presentation

課題

退院基準を満たさない症例の受入

コロナ治療病院の空床を作り病床逼迫を起こさないためには、コロナ治療で安定した患者の退
院を促進（在院日数の短縮）することが必要。

ポストコロナ病院はポストコロナ受入の際にレッドゾーン対応を必要とする。つまりレッドゾ
ーン対応が可能である。ということは、レッドゾーン対応を必要とする退院基準を満たしてい
ない安定した患者の受け入れは可能である。

自主的に上記対応を行うことは様々な困難を伴うが、自治体や行政から明確に指示をいただけ
れば、我々は対応できる。
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